
『第１回 芦刈のまちづくり組織に関する検討会 8/19・9/27開催』報告書 

 

 

令和５年８月１９日（土／10：00～）及び令和５年９月２７日（水／19：00～）に開催した

「第１回芦刈のまちづくり組織に関する検討会」の内容をお知らせします。ご覧いただき、今後

の芦刈まちづくり事業への参加をよろしくお願いします。 

 

 

〇開 催 日 時   令和５年８月１９日（土） １０：００～１２：００ 

令和５年９月２７日（水） １９：００～２１：００ 

〇開 催 場 所   小城市芦刈保健福祉センター「ひまわり」集団指導室 

〇コーディネーター   九州大学大学院 客員教授 加留部貴行さん 

〇参 加 者   ８／１９ 参加人数 ２０名  

９／２７ 参加人数 １５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 第 

● 開会 

● あいさつ 

● 加留部さん紹介～グループ内自己紹介・進め方説明 

● 今までの経緯  

・第１回～第３回勉強会まとめ説明 

・芦刈の現状、公共施設などのハード事業の町別対応比較 

・市民活動などのソフト事業の町別比較、過疎対策詳細 

・R3・R4年度の過疎対策事業内容説明 

・質疑応答（５分程度） 

● まちづくり組織の説明  

・他自治体のまちづくり組織のつくられ方やその特徴などの紹介 

    （佐賀市・伊万里市・鳥栖市・小城市三里まちづくり協議会） 

・まちづくり協議会（仮称）設立までの流れ（芦刈町の現状） 

・質疑応答（５分程度） 

● ワークショップ  

「あなたが思う芦刈のまちづくり組織のイメージは、どのようなものでしょうか」 

   「芦刈のまちづくり組織に望むことは？」  

    ・グループ内での話と意見交換及びアンケート記入      

● ワークショップまとめ  

● これからのスケジュールとアンケート補足説明・閉会  



 

【質疑応答紹介】 

Ｑ 『三里でのまちづくり協議会設立でのメリットは？人口が増えましたか？』 

Ａ 個々に活動されていた団体さんが集結することにより、お互いの情報も共有でき、今までにないコミュ

ニケーションが増えています。（大人と子ども、高齢者と園児、高齢者と若者などの交流） 

現時点では、人口は増えていない状況ですが、三里のまちづくり協議会では、人口増よりもこれ以上減

ることを避ける、出ていく人を止めることを念頭に活動内容を考えておられます。 

 

Ｑ 『伊万里市波多津町では、自分達で NPO法人を立ち上げられたそうですが、どんなやり方で？』 

Ａ ＮＰＯ法人を立ち上げのきっかけは、自分たちのやりたいこと（コミュティバスなど）を事業展開がで

きるように立ち上げられています。 

また、海水を利用された塩づくりや海の幸などを提供してＢＢＱができる施設の営業などの収益事業 

もＮＰＯ法人でされています。 

 

Ｑ 『同じような内容の勉強会で前に進んでいないように思うが？』 

Ａ どなたかが「芦刈のまちづくりをしていきたい！」と声を上げていただき、協力メンバーが決まってい

るなら、今すぐにでも小城市はまちづくり協議会の設置などを支援できます。逆に、そうなることを望

んで何度も勉強会を開催し、みなさんと現状を把握し、未来を共有するために今はワークショップが必

要です。 

 

【ワークショップ：あなたが思う芦刈のまちづくり組織のイメージはどのようなものでしょうか？】 

◎作って満足・自己満足にならない組織。行動の組織。   ◎住民が行こうと思える場所づくり 

◎老若男女・子どもまで明るい元気なまちづくり      ◎子どもを真ん中に置いた組織づくり 

◎まちづくりへの想いを共有・共通理解ができ、誰もが意見を言え認めあえる対等な関係の組織づくり 

◎想いを持った人が自由に参加できるような受け入れ側。人に優しい。  ◎既存の組織の利用 

 

    

 

問合せ先  小城市企画政策課 地域づくり係 【集落支援員】 

TEL 0952-37-6115  

携帯 080-2379-8647 （月・火・木・金） 

                

この報告書は市の

HP からもご覧にな

れます 

【最後に】 

 テーマを『まちづくり組織』にしぼった初めての検討会でした。住民の方々や関係者の皆さんのご

参加に感謝します。 

検討会の最後に加留部さんより、『スピード感を重視することよりも、この人口減少・少子高齢化・

人との繋がりの希薄化などによる危機感を次世代の子どもに、そのまま渡すのですか？今、大人が明

るい未来に向けて動き出さないで、どうするのですか？子どもたちに、責任取れますか？』と心に残

る言葉で締められました。 

 まちづくりを行っていくには、住民の方々全体の『自分たちでする！』という意思決定が必要です。

やはり『何をどうやって誰と行っていく』などの前進決定までには、長い時間がかかると思います。 

身の回りの問題を「わがこと」と意識しながら、周りを見直してください。きっと今からできるこ

とがあります。 

自分が住んでいるまちを変えていくための話し合いに、ぜひ来てみてください。 

 

 

 

 

                                 


